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教養科目として の ｢ 異文化理解｣

鎌 田 倫 子

J L A S ( γ ol .2 9 , 20 03)

は じめに

2 002 年産前期に , 筆者は教養の 授業 ｢ 異文化理解｣ を担当した ｡ こ の 授業は昨年度まで は非常

勤講師に より, 珍しい事物, 風俗 を紹介する文化人類学的な見地か ら_なされ て い たと い う｡

今年度, ｢ 異文化理解｣ を担当する に当たり, 従前の文化人類学的な ｢ 異文化理解｣ か ら, 日

本人学生 の ｢ 異文化に 対する寛容な見方や態度を養う｣ , 価値変容を目指す授業に した い と考え

た｡ そ こで ,
ク ラ ス に 留学生を招い て ｢ 留学生イ ン タ ビ ュ

ー

｣ を したり,
カ テ ゴ リ

ー (学部 ･ 学

料, 学年, 性別等) の 異なるメ ン バ
ー

に よる異質 なグル ー プを形成 し, グ ル ー プ に よ る話し合い

活動 をしたりして , 積極的に ｢ 異文化交流｣ を実践する ク ラ ス を目指した ｡

こ の稿で は, 授業後 ア ン ケ
ー

トや留学生イ ン タ ビ ュ
ー 後 の学生の コ メ ン ト等をもと に , 講義や

授業内活動 に より学生の 態度や もの の 見方に どの ような変化があ っ たか を分析し記録する ｡

1 . 授業の概要

1 . 1 . 授業の目標

異文化に対する理解ある態度は, 医療人と して 現場で さまざまな人と接する よう に な っ た日も

必ず必要と なる ｡ 異文化問題を自分自身の 問題と して 自発的に考え , 積極的に思い やりをも っ て

交流で きる態度を養う こ とを目指す｡

即ち , 自発的に考え る こと と, 積極的に交流する こ とを2 大目標と した｡

1 .
2

. 授業形態と特徴

2 002 年度前期木曜日の 1 限, 医学部医学科と看護学科, 薬学部の 1 ,
2 年生79 名を対象とする

教養人文社会科目の 授業であ っ た｡ 主 に教師主導型の講義形式 であ っ たが , 後半異質な集団とな

る グ ル
ー プを固定し, 必要に応 じて グル

ー プ に よる話 し合い 活動等を入れ た｡ 授業の 中で , 以下

の ような定常活動と特別活動を実践 した｡

1 ) 定常活動 1 : ワ
-

ク シ
ー ト の 提出

講義と して しか扱 い よ うの ない 大人数の ク ラ ス だ っ たが , 何とか して 各自が異文化 に つ

い て真剣 に考える授業に したい と考えた . その ため ,

一 人 一 人に働きか ける こ とがで.きる,

個人ウ - ク シ
ー

ト を活用する こと に した｡

ワ
ー ク シ ー ト は出席票を兼ね て い て , そ こ に次回 の授業 の キ

ー

ワ
ー ド に つ い て の 事前の
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意識や予備知識を問う質問を設けたり, 授業後の コ メ ン トを記入 したりして , 次回の 授業

の 始めの 10 分に フ ィ ー ド バ ッ ク した ｡

2 ) 定常活動2 :
'
グ ル

ー

プ活動

コ ー

ス の始 めの 頓に は, 時折, 近くの 人と暫定的な グ ル ー プ作 っ て , 話し合 っ た｡ お互

い の 様子が少しわか っ た頃, 異質な集団と なる恒常的な グル ー

プを作 っ た . 以後, こ の グ

ル ー プ で 話し合い や グ ル
ー

プ ･ レ ポ ー

ト, グ ル
ー プ ･ イ ン タ ビ ュ ー 活動を行 っ た ｡

3 ) 特別活動 : 留学生イ ン タ ビ ュ ー

ク ラ ス の中で 異文化交流をする特別活動与して ｢ 留学生イ ン タ ビ ュ
ー

｣ を3 回実施した.

初日の ワ ー

ク シ
ー ト で ｢ 異文化交流の経験の有無｣ を聞い たと こ ろ, 経験の ある学生と

ほ と ん どな い学生かほ ぼ半数だ っ た｡ ま た早速, ｢ 外国に 行 っ た こ と の ある人が 得をする

よう な授業に しない で ほ しい｣ と い う コ メ ン トがあ っ た ｡ 異文化交流を, 外国 へ 行 っ た こ

と
, 外国人と接触した ことと狭く捕 らえ て い る こと自体問題で あるが , 授業の中で 実際に

異文化交流の経験を積ま せ る必要 を痛感し
雪
留学生イ ン タ ビ ュ ー

を早速実施する こ とに し

た｡

2
. 留学生イ ン タ ビ ュ ー

異文化交流をク ラス で実体験するため に , 留学生を招 いて 実際に話を聞く ｢ 留学生イ ンタ ビ ュ ー ｣

を15 回の授業の中で 3 回実施した｡ 留学生の 日本語能力の 問題もあり長時間の 質疑は難 しい ため ,

1
,
2 回目は 1 回 に 3 人の留学生を招き,

ス ピ ー チ の 乳 質疑応答を行い , 3 回目 は, 全員で の

イ ン タ ビ ュ ー に飽き足りなく な っ た 日本人学生の 希望に より
,
11 人の留学生を招い て グ ル ー プ ･

イ ン タ ビ ュ
ー を実施した ｡

2 . I . イ ンタ ビ ュ ー の 方法

質問項目は前回の 講義後の グル ー プ活動と して 考えて 提出して おき, 確認 して 当日返却する｡

当日は , 事前10 分に質問の確認や ワ ー ク シ ー ト の記入係, 質問者と順番など , 各 グル ー プ で準

備をする｡ 事後20 分に , 教師に よ る補足説明, 各自の ワ ー ク シ ー ト記入
,
グ ル

ー

プ ･ シ ー ト の 仕

上げな どの 整理をする ｡ 中の60 分が イ ン タ ビ ュ ー の 部分で , 第 1 , 2 回は 3 人ず っ の留学生 に10

分 ス ピ ー チ
,
1 0 分質疑応答を繰り返し

, 留学生 は忙 し い の で 終わ っ た 人か ら退席した ｡ 第3 回目

は留学生1 1 人を招 き, 各 グル ⊥ プ に 1 人配置 して イ ン タ ビ ュ ー

し , グ ル ー プ を交替して ,
2 セ ッ

シ ョ ン の イ ン タ ビ ュ ー

を行 っ た ｡

< 1 ･ 2 回目 > 5 月16 日 ( 出席7 4 名) , 6 月27 日 ( 出席7 1 名)

1 ･ 準備 : 1 0 分 ゲ ス トの 事前紹介 ,
ワ

ー ク シ ー ト の 配付, 作業の 分担等｡

2 ･ イ ン タ ビ ュ ー 1 : ス ピ ー

チ 10 分 質疑応答10 分 ( 質疑 の後 , 退席)

3 ･ イ ン タ ビ ュ ー

2 : ス ピ
ー

チ1 0 分 質疑応答10 分 ( 質疑 の 後 , 退席)

4 ･ イ ン タ ビ ュ
ー

3 : ス ピ ー チ1 0 分 質疑応答10 分 ( 質疑 の 後, 退席)
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5 . まとめ の活動 : 20 分 留学生が帰 っ て か ら , 授業担当者か らの 補足説明,
ワ ー ク シ ー

ト の記入,
グ ル ー プ ･ シ ー ト の 仕上げ等, 整理する｡

< 3 回目 > 9 月12 日 ( 出席68 名)

1 . 準備 : 10 分 ゲス トの事前紹介, ワ ー ク シ
ー

ト の 配付, 作業の 分担等｡

2
.
グ ル ー プ ･ イ ン タ ビ ュ

ー

1 : 3 0 分 1 グ ル
ー プ に 留学生 1 人

3 . 留学生入れ替え

4 . グ ル ー プ ･ イ
.
ン タ ビ ュ

ー 2 : 30 分 1 グ ル ー プ に留学生 1 人

5
.
まと めの 活動 : 2 0 分 留学生が帰 っ て か ら, 授業担当者か らの 補足説明や ワ

ー ク シ ー

ト の 記入 ,
グ ル

ー

プ ･ シ
ー ト の 仕上 げ等, 整理する.

2
.
2

. 留学生イ ンタ ビ ュ ー の様子

2 . 2 . 1 . 第1 回イ ンタ ビ ュ
ー

ゲ ス ト は, 1 .
タイ の女性 ,

2
. 中国の 男性 ,

3
.
イ ン ドネ シ ア の男性の 3 人だ っ た｡

1 ) イ ン タ ビ ュ
ー

1 ( タイ一女性)

留学生が早くか ら釆て ,
ス ラ イ ドプ ロ ジ ェ ク ク ー 等を用意 して い るの を日本人学生 は興

味深げに 見て い た｡ 留学生 は国か ら持 ? て きた観光地の ス ライ ドな どを見せ て , 自分の 準備

した日本語の 原稿を読ん で い た｡ 決して 滑らか な発音で は ない が ,
そ の 分, 準備にか なりの

時間を費や して くれた こ とが ,
よくわ かる, 誠実な レ ポ ー トだ っ た ｡

そ の後 の 質疑で は,
一

つ だ け留学生が 答え に詰ま る質問があ っ た ,
｢ タイ の トイ レ は日

本の トイ レ と同じか｣ とい う質問だ っ た ｡ 留学生も意図が よくわか らず; 困 っ て い たが, し

ばらく して ｢ ウ エ ス タ ン ･ ス タイ ル で す｡ ｣ と答えた ｡

2 ) イ ン タ ビ ュ ー 2 ( 中国一男性)

この 学生が今回の 3 人 の うち で最も日本語能力が高く, 事前に ｢ 中国の 料理｣ に つ い て

の ス ピ ー

チ原稿をメ ー

ル で 送 っ て きた｡ 間違 い だけチ ェ ッ ク して 返 した｡ 内容は中国で は地

方に より料理 の種類も味も違う こ と, ギ ョ ウザ の形 は宝物を表して い る こと , 医食同源と い

う考え方が あ る こと な どで あ っ た ｡

食に つ い て の 質問 などが出た後で ,
｢ 日本 の侵略に つ い て どう思う か｣ と い う重い 質問

が出た｡ 留学生 はしばらく答え なか っ た ｡ こ の 間の 沈黙は大変重く, ぎこちな い もの だ っ た ｡

そ の 後, よう やく ｢ 日本人は学校で歴史の こと をきちん

､

麺 え た方が い い と思う｣ と い う静
か な答え が返 っ て きた｡ こ の部分は この 日の イ ン タ ビ ュ ー の中で最 も印象的な場面だ ? た .

3 ) イ ン タ ビ ュ
ー

3 ( イ ン ドネ シ ア一男性)

最後の ス ピ ー チ の 留学生 は, 母国で は厚生省の よう な役所 の官僚で あ り, 最も年配の 社

会人で あ っ た｡ ス ピ ー チ に対 して も余裕があ り, ユ ー モ ア を混 えて , ゆ っ く りと わかりやす

く ,
イ ス ラ ム 教の 習慣 などに つ い て 話して くれた ｡ 本人はキリ ス ト教徒 で あ っ て ,･ イ ス ラ

ム

教徒で は な い こと も, 説明 に客観性と余裕 を生ん だよ うだ｡ 質問も, 答え に 窮する よ う なも

-
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の は出なか っ た ｡

初め て の イ ンタ ビ ュ ー と いう こ ともあ っ て , 何か と慣れ な い面もあり, 質問を準備して あ っ た

に もか か わらず質問の 間隔が 空い て ,
｢ 他にありません か｣ と促す場面が 多か っ たo 質問を考え

たの が , 個人で∴当日 , グ ル ー

プ で質問の担当者な どを決めたが , 十分決める時間が なか っ た こ

とに もよると思わ れる｡

2 . 2 . 2 . 第2 回イ ンタ ビ ュ ー

ゲ ス ト は, 1 . タ イ の女性, 2 .

コ ン ゴ の 女性, 3 .
フ ィ リ ピ ンの 男性の 3 人 だ っ た ｡

1 ) イ ン タ ビ ュ ー 1 ( タイ一女性)

こ の留学生 は, コ ン ピ ュ
ー

タ に よる ス ライ ド シ ョ
ー を準備 して ,

タイ料理に つ い て ス ピ ー

チ して くれ た ｡ 日本人の 質問が時々 わか ら ない こ ともあ っ たが, 誠実に答え て くれ た｡ 比較

的早く終わ っ て , 退席した ｡

2 ) イ ン タ ビ ュ
ー

2 ( コ ン ゴ一女性)

こ の学生は ,
ア フ リカ の 話を聞きた い と いう, 日本人学生の 希望に 基づき, 是非に と頼ん

で来て もら っ たが, 忙 しくて準備が で きな い , 何を話したらよ い かわか ら ない と ､ 2 回断り

に きた｡ その 度に , 学生が とて も話を聞きたが っ て い るの で , 準備しなくて も, 質問 に答え

るだけで い い か らと言 っ て , 自分の持ち時間だけ来て もら っ た ｡

来ると , 実際に はとて も堂 々 と ,
｢ 私 は何 も準備をしま せん で した ｡ 質問して 下さ い｣ と

に こや か に言 い ,
こうした準備状況の 違い も文化の 相違と い う風に学生達 は受け止吟た よう

で
,
｢ 態度全体か ら異文化を感 じた｣ と い う コ メ ン トもあ っ た｡ 質問に は, ｢ コ ン ゴq) 給食は

どん なの で すか｣ に 対して ,
｢ 給食はありませ ん ｡ 食べ ない｣ と い う答え もあり, 日本人学

生も認識の 相違を突きつ けられた形だ っ た｡

3 ) イ ン タ ビ ュ ー 3 ( フ ィ リ ピ ン一男性)

比較的短く終わ っ た 2 人の 後を受けて
,
コ ン ピ ュ ー タ の ス ライ ド シ ョ ー の 準備も万全の こ

の留学生が , 残りの 時間を十分に プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン して くれ た｡ ｢ フ ィ リ ピ ン の 綴り は,

どれが正 しい か｣ 等,

ユ
ー

モ ア た っ ぷ りの逆質問も沢山あり, 面白か っ たようだ｡ しか し,

国際結婚が多い と い うこ とと結び つ けて の ｢ 貧乏な女の人 はお金の ある男の 人が好き｣ と い

う冗談 めか した コ メ ン トの 中 の , 彼の 複雑な気持ち に まで , 理解が及んだ学生は い なか っ た

ようだ o

前回の やや低調なイ ンタ ビ ュ ー

の皮省に基づく今回の イ ン タ ビ ュ
ー

は
, 張り切 っ た学生達が次々

に手を挙げ, 挙手が 多すぎて 当た らな い
,
全員が質問 しきれ な い程の 活発な質疑応答とな っ た｡

留学生 の 日本語力に対する配慮が足らず, 留学生が 日本人学生 の 質問がわ か らない と い う場面 も

時々 あ り, 後で 日本人 の 質問は難 しす ぎると い う コ メ ン トが学生 の 聞か らも出た ｡ しか し, 今回

は特に ぎ こ ちなくなる よ うな質問 は なく , 活発に な ごやか に進行 した｡

-
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2 . 3 . イ ンタゼ ユ ー 後の コ メ ン トの変化

は ぼ同様の形態で実施した第 1 回と第 2 回の 留学生イ ン タ ビ ュ
- の 授業後の コ メ ン トを比較し,

授業内活動と して の イ ン タ ビ ュ
ー

に つ い て 考察する . ( コ メ ン トの具体例 を ｢参考資料1 ｣ と し

て 末尾に掲 げる)

まず, 第1 回と第 2 回のイ ン タ ビ ュ
ー 後の コ メ ン トの 量と質を比較して み よう｡

(表 1 ) イ ンタ ビ ュ
ー 後の コ メ ン トの比較

第 1 回 コ メ ン ト 74 名 第-2 回 コ メ ン ト 71 名

*
31 41 .9 41 .9 1 0 8 . 3 1 4 .1

E] 2 8 .4 2 8 .
4 5 7 47 .5 80 .3

2 2 2 9 .7 2 9 .7 5 3 44 .
2 74 .6 -

計 7 4 1 0 0 .0 1 0 0 .0 12 0 1 0 0 .0 1 6 9 .0

まず, コ メ ン トの 分量 は 2 回目が 1 回目より大きく伸びた｡ 第2 回目の コ メ ン ト件数は出席人

数より多くな っ て い る｡ これ は
一 人の 学生が ワ

ー

ク シ
ー

ト の 別な部分に も2 箇所以上で コ メ ン ト

を書い て い る ことを意味して い る｡ 即 ち,
一 人 の 学生が書く コ メ ン トの 分量自体が 1 回目より 2

回目は大きく伸びた こと を意味して い る｡

コ メ ン トの内容を ｢批判 ･ 反省｣ ｢ 肯定意見｣ ｢ 中立意見｣ の 3 つ に 分類して比較した ｡ 1 回目

の イ ン タ ビ ュ
ー

で は順調 にうまくい っ たとい う コ メ ン トは少なく, 質問の仕方に つ い て の 反省や,

戦争に つ い て 聞 い た こ と へ の 批判もあり ,
｢ 肯定｣ 的 コ メ ン ト より ｢ 批判 ･ 反省｣ と分類される

コ メ ン トが多か っ た｡ 質問があまり活発で はなか っ たと考え た学生が多く , も っ とよ い質問や深

い 質問を したい とい う意見や ,
も っ と し っ か り準備したい とい う コ メ ン トが多くみ～ られた ｡ それ

に対し, 2 回目のイ ンタ ビ ュ
ー で は, ｢ 肯定｣ 的回答が件数で も2 倍以上に 増加 し, 活発で ス ム

ー

ズだ っ たと い う意見が半数近く, 人数比 で は約80 % を占め た｡ ｢ 批判
･ 反省｣ は件数で 1 / 3 以

下に減り, 割合と して も件数全体の 10 % を切 っ た｡ 即ち客観的に見る と, 2 回目の イ ン タ ビ ュ
ー

は
, 活発に和や か に進行し, 成功を納め たと認め られ る｡

コ メ ン トの 深さ に関 して は, 1 回目の ｢ 批判 ･ 反省｣ に は, 戦争発言を巡 っ て , 真剣 に考察し

た深 い意見が見られ たの に 対 して , 2 回目の 肯定的意見 は ｢ 良か っ た
･ 楽しか っ た｣ と いう比較

的簡単なもの が 多く, 中立的意見に , 文化に つ い て の やや深い 感想が見られ た ｡ こ の 授業の狙 い

と して は
, 異文化交流自体を体験する こ とで あるの で , 意見が深ま らなくて も, 楽しく交流する

こと で充分な の だが ,
イ ン タ ビ ュ ー 活動自体の 成功と学生の 考察 - の 刺激と して の 活動と は相反

する部分が ある こ とが明確に な っ た｡

即ち, こ の よ うな授業内活動 は, 成功 して も失敗 して も学習上の 効果 は大きい と考え られ る｡

活動の失敗はむ しろ真剣な考察を促 し, 成功以上に学習刺激 と して の 効果 は大きい の で ある ｡ 和

やか に ス ム
ー ズ に進行するばかりで なく , 多少の 摩擦や ぎこ ちな さも学習上意味が あ り, あ えて

-
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避ける必要は ない と思わ れる ｡ 今回 は多少 の ぎくし ゃ く体験
,

t 成功体験と が あ っ て ,

バ ラ ン ス も

よ か っ た ようだ ｡

3 . 授業後ア ン ケ ー ト

最終講義の 日 に , 授業担当者の 個人的な授業後 ア ン ケ ー トを実施した｡ 回収総数73 件 ( 登錨者

79 人の9 2 ･4 % ) で あ っ た｡ 設問 は, 1 , 2 は テ ー

マ に つ い て
,
3 は異文化に つ いて の 考え方の 変

化,
4 は テ ー マ に つ い て 深く考えたが どうか , 5 は授業の 方法に つ い て ,

6 は感想 とな っ て い る｡

テ
ー

マ に つ い て は
, 学生ゐ関JL ､ の傾向を知 っ て , 来年以降の授業の 参考に するた め, 3 , 4 は こ

の 授業の 効果を知る ためで ある ｡

3 . I . テ ー

マ

最初の 設問はテ
ー

マ に つ い て
, ｢ 1 コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン｣ , ｢ 2 言語｣ , ｢ 3 文化｣ , ｢ 4 民族｣ ,

｢･5 社会問題｣ , ｢ 6 留学生イ ン タ ビ ュ ー ｣ , ｢ 7 そ の他｣ の 項目を挙 げて ,
1 で良 い ト ピ ッ ク

,
2

で良くな い ト ピ ッ ク を複数選択 して もら い , 以下の結果 ( 表 2 ) を得 た｡ ｢7 そ の他｣ を選んだ も

の はい なか っ た｡ 良い テ ー マ と して 挙げられ た件数 は悪 い テ ー マ と して 挙げられ た件数の5 倍以

上で あり , 悪 い テ ー

マ は ｢ 特に ない｣ と特記 した学生 も多か っ た .

( 表 2 ) 長 いテ ー

マ ･ 良くないテ
ー

マ

良 い 7
-

- マ
≡-::
=

_
:i
J:.琴薫 良くない 丁

- マ

ヽ
:

ヽ■:_き
.I.

≡.享 冒 1 8 l l .4 ヽ■蔓 ■_
:ゝ~ 3 ll .1 .

ll 7 . 0 EEL 4 4 .4

華 3 3 2 0 .9 2 7 .4

義 2 6 1 6 .5 3 ll .1

E冠 19 1 2 .0 *:*p * 7 25 .9

51 3 2 .3 0 0 .0

汁 1 5 8 ■ 10 0 .0 計 2 7 1 00 ,0

よ い テ ー マ と して , ｢ 留学生イ ン タ ビ ュ
ー

｣ が最も多く選ば れ, 良くな い テ ー

マ と して 選ん だ

もの はい なか っ た｡ 2 番目に好 まれ て い る テ ー

マ は ｢ 文化｣ で , 良く な い テ ー

マ と して 選ばれ る

割合も低 い ｡ 逆 に あま り好まれ て い な い テ ー

マ は ｢ 言語｣ で良 い テ ー マ と して選ば れ る割合が
一

番低く , 良くな い テ ー

マ と して 最も多く選 ばれ て い た｡

3 . 2 . 異文化に対する考え の 変化 と深化

｢ 異文化 に つ い て , 外国人に つ い て 考えが変わ っ たと思 い ま すか｣ と い う質問に 対す る ｢ は い

と て も 5 ｣ ｢ は い 少 し4 ｣ ｢ い い え あま り 2 ｣ ｢ い い え全然 1 ｣ と して ス ケ ー ル 上 の 印の 位置を数

値化する と, 平均は 3 . 9 に な っ た ｡

1 6
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｢ 異文化などに つ い て 今ま で より深く考え る こ とが で きましたか｣ とい う質問に対して , ｢ は い

と て も5 ｣ ｢ iよい 少し4 ｣ ｢ い い えあまり 2 ｣ ｢ い い え全然 1 ｣ と して ス ケ
ー

ル 上の 印の位置を数

値化する と, 平均は 4 . 1 に な っ た ｡

分布は以下 ( 表3 ) の通りで ある｡

( 表 3 ) 考えの変化と深化

考え の変化p 考え の 深化…貢 g 童_
≡

9 1 2 .3 21 ■2 8 .8

-
: :

.I :..
:L
: ▼ ■ ■ー ■■ I ■ ●一 ■一 ■ ■ ■ ■ ■■p■

::

-.
∴ = 5 6 .8 4 5 .5

51 69 .9 3 8 5 2 .1

王 室 :
:.

I. :..:L. :A. :_..
～

;
=,:-.
:

L..
=
享. 1 1 . 4 : :-. : : :_

:

_.J
■ H ●H

一
■
一
ー
■■ ■■ ■■ ■■ 一

- ち.L
:

_.
:
≡ 2 2 .7

7 9 .6 8 l l .0

計 7 3 1 00 .0 計 7 3 1 00 . 0

｢ 考えの 変化｣ は, ｢ 変化が ない｣ と感 じた人 も少な い が, 変化は ｢ 少し｣ が70 % で あるの に 対

して , ｢ 考え の 深化｣ で は ｢ と て も深化した｣ と感じる人が30 % 近く い た こ とが特筆すべ き数字

で ある ｡ 全体に , 考えが ｢ 変化した｣ と考え る人が89 .0 % , ｢ 深化した｣ と感 じる人が9 0 ･1 % で
,

どちらも90 % 前後の学生が自身の 認識の 変化を感 じて い る｡

3
.
3

. 文化 につ いて の コ メ ン トの変化

授業の最初の時間に ｢ 異文化体験｣ に つ い て書い た コ メ ン トと授業後ア ン ケ
ー ト の ｢ 文化に つ

い て 考えた こ と｣ とい う コ メ ン トとを比 べ て みると, 学生自身が感じて い る変化の自己認識が裏

付けられる ｡

( 表 4 ) 文化に つ いて の コ メ ン トの変化

最初の コ メ ン ト 授業後コ メ ン ト≡書■...
辱重量≡≒

1 6 2 8 .1 2 2 3 4 .4
琴芦≡:≡=i.

1
主

1 4 24 .6 1 3 2 0 .3

2 7 47 .4 1 7 2 6 .6

9 15 .8 1 2 1 8 .8

計 5 7 1 0 0 .0 . 計 64 10 0 .0

最初 の コ メ ン トで は, 文化と い う もの を主に ｢ 目に 見え る事物｣ と捉 えて 書 い て い る も の が半

数近くあり, 中で も最 も具体的で 身近な ｢ 食 べ 物｣ の 違い に つ い て コ メ ン トした もの が1 5 % を越

え て い た ｡ 人の 態度や習慣等の見え ない 文化 に つ い て 述 べ たもの は25 % ほ どで , 複合的な視点か

ら 2 つ 以上の 点を述 べ たもの が30 % 弱 で あ っ た｡ しか し, どれ も極めて 簡単 に印象と して ｢ 驚い

た｣ とだ け述べ て い る者が多く , 自分自身の 価値観と比 べ た り, 理解や親近感を示 して い る者 は

-
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複合的 コ メ ン トの 最初の 5 件位で ある ｡ ( 具体的コ メ ン ト例は ｢ 参考資料3 ｣ と して 末尾に 掲げ

る)

それ に 対 して , 最終コ メ ン トで は, 食 べ 物な どの具体的事物に つ い て 述 べ た者はなく, 全て 文

化の 核と な る態度や価値観等に つ い て 触れ て い る｡ ｢ 身近 に感 じた｣ ｢ 親近感 を感 じた｣ ｢ あまり

違わな い , 似て い る, 同じだ｣ 等 , 親近感の表明が 1 / 3 以上, 理解や興味を示すもの が約19 % ,

多様性の 認識が約20 % と , 合計で70 % を越え る コ メ ン トが , 異文化に対する理解ある姿勢を示し

て い る ｡ また ,
｢ 偏見や固定観念を意識した｣ ｢ もの の 見方が変わ っ た｣ と , 価値観が変わ っ た こ

と を意識 して い るもの も約2 7 % と, 全て 何らか の変化を示 して い る ｡

こ の 授業前後 の 二 つ の コ メ ン トの 相違か ら, ま た自分自身の 価値観 を意識し, 同質性や違い の

原因に 目を向ける記述が増えた こ とか らも
, 文化に たい する考察が深ま っ た ことが如実に 見て 取

れ る ｡

3 . 4 . 考えの 変化と深化の 要因

変化の 要因は何か と い う質問に 対し, 選択肢か らの 回答は以下 の ( 表5 ) の 通りで あ っ た ｡

( 表 5 ) 変化の要因

考えの 変化 考え の深化碍子三勢享
…-二≡ 童章夢垂T= ≡L

垂肇秦 51 p4 4 .0 48 3 6 .4

妻 l l 9 .5 1 5 ll .4

車 36 31 .0 48 3 6 .4撃
6 ? .2 6 4 .5

* 1 2 1(ー.3 1 4
'

1 0 .6

;* 0 0 .0 1 0 .8葦

計 1 1 6 1 0 0 .0 汁 EEE] 1 00 . 0

学生が ｢ 考えの 変化｣ の理 由と して 挙げて い る の は
,
｢ 留学生の 話｣ , 次い で , ｢ 講義｣ であり,

｢ 考え の 深化｣ に もは ぼ同じ傾向が見 られ る｡ 日本人の グ ル ー プ に よ る ｢ 話 し合い｣ で は変化が

感 じられ なか っ た ようだ ｡ 論 より証拠, 実際に留学生と話すこ と は人間を通 して異文化 に触れi

こ と
■
で あ り, ま た , 具体的に 生身 の 人間と親 しく話すこ と は , 何よ りも親近感 を増す こ と で ある

と考え られ る｡

-
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4 . 結果と考察

4 .
1

. 目標の達成

当初掲げた目標は, ｢ 異文化間題を自分自身の 問題として 自発的に考え , 積極的に思 い やりを

も っ て交流で きる態度を養う こ とを目指す｣ とい うもの で あ っ た｡

ク ラ ス の中で 実際に, ｢ 留学生イ ンタ ゼ ユ
ー ｣ と ｢ グ ル ー プ活動｣ の 二 つ の 異文化交流活動杏

実践 した こと に な る｡
■

学生 に よ る授業評価に も現れて い る通り, ｢ 留学生イ ン タ ビ ュ
ー ｣ は大好

評 であ っ たし, 夏休みの レ ポ ー トを全員が グ ル
ー

プ ･ レ ポ ー トと して グル ー プ で構成して 提出し

た事実か らみて も, 異文化交流をか なり積極的に実践したとみ る こ とが で きる だろう｡ 留学生イ

ン タ ビ ュ - 後の コ メ ン ト
~
を見て も, い ろ い ろと考えなが ら思 い やりをも っ て 交流 して い た ことが

窺える ｡

｢ 異文化問題を自分の 問題と して 自発的に考える｣ と い う部分は どうで あろうか ｡ これも学生

に よる授業評価 の中の ｢ 考えが変わ っ たか｣ ｢ 考え が深ま っ たか｣ の 質問に 対して , どちら も9 0

% 程度の肯定的な答え があ っ た こと か ら実践で きたと考え て良い だろう｡
/

当初の
◆

目標に 関して は, ｢ 達成で きた｣ と評価する ことが で きる｡

4 . 2 . 授業方法の問題点

しか し, ｢ 異文化理解｣ の 授業の 手法に 関 して は, 最初の うち特に , 毎回書か せ る ワ ー ク シ ー

ト に , あまり講義ら しくない と いう批判が 強か っ た｡ ｢ 講義で はなく セ ミ ナ
ー の ようだ｣ ｢学生に

質問するの で はなく, も っ と し っ かり講義 して は しい｣ 等の コ メ ン トが見 られた ｡

こう した批判的な コ メ ン ト は第 1 回留学生イ ンタ ビ ュ
ー の後, 少し収ま ? た ｡ 授業の中で実際

に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンを体験すると いう, こ の 授業の趣旨が理解され , 通常の 講義と は違うもの

と認知され たと考え られる. しか し, 最終 コ メ ン トに も見られるように , 中に8ま最後まで 違和感

を覚えて い た学生もい たようである ｡ 即ち ,
こ の 授業で は, 実際に 異文化交流を実践し, 自分自

身の問題と して 考える ことを重視する意図で授業を計画して い ると いう こ とを, 当初か ら学生 に

対して より明確に述 べ , 活動を意識化する面が足りなか っ た と考え られ る｡

4
.
3 . 学生 による授業後ア ンケ ー トから

この ような授業方法をとる理由に 関して 説明が足りなか っ たと考え たの で, 最後の ｢ 授業評価｣

で , そ の点に つ い て 授業担当者の 考えを述 べ , 学生 の意見を求め た｡

｢ 5 授業担当者は, 単なる事実を教え る, ｢ 学びて恩はぎる｣ 授業に はしたくない と考えました.

途中で ,
こ うい うや り方は大人数 の講義に は向かな い かと も思 い ま したが , 何か, 少 しで も考え

るき っ か けを与え る ことが で きたらと思い , 続けま した ｡ こ の 狙い は成功 したと思い ま すか ｡ こ

う い う授業の試み に つ い て意見が あ っ たら書い て くださ い ｡ ｣

こ の 間い は選択式で はなく, 記述式だ っ たため , 全員か らの回答 は得 られなか っ たが, 73 名中

63 名か ら回答が得 られ た ( 回答率86 .3 % ) 0

-
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以下の ( 表6 ) はその 記述式回答 を分類して 割合を調 べ た結果の表で ある｡

表 6 授業方法に つ いて
:

..I.
㌧

.-
こ

積極的賛成 l l 1 7 .5

成 功 , 賛 成 29 4 6 .0成 功 9 1 4 .3

面白か つ た, 良か つ た 9 1 4 .3

考えた の で良か つ た 4 6 .3

理 由付き賛成 2 4 3 8 .1グ ル ー プ で成功 1 0 15 .9

イ ン タ
~
ビ ュ ー

で 成功 ･ 1 0 15 .9

･.≡-L■~ヽ.こ
･ 三

=

■1-I :-～.
; :

.I
:I

:.: チ..
撃≡葵. 蚕室璽妻董 :

.A.
:

:+ :■. ト_.I.-

6 3 1 0 0 .0

こ の 結果を見ると , 確か に 最後まで違和感を感じて い た学生も16 % 程度い るが , その 他の大部

分 , 8 4 % 程度の学生は概ね こ の 手法を支持して い る こ とがわか る ｡

講義の 方法を補 っ たもの と して , グ ル
ー

プ活動もイ ン タ ビ ュ ー 活動も同程度に , 記述式回答で

良 い評価を受けて い る し, それ より少な いが ｢ 考えた の で良か っ た｣ と積極的に評価して い る学

生もい卑. こ の結果を見ると, 講義の 方法に は問題もあ っ たが, 異文化交流活動や個人ワ
ー

ク シ ー

ト に よる考察の 深化が ,
そL の 欠点を補 っ て い た と見る こと

_
bミで きる ｡ ( ｢ 積極的賛成｣ と ｢ 賛成

で は ない｣ の 具体的コ メ ン トを ｢ 参考資料2 ｣ と して 末尾に 掲げる)

5
■

. その他の問題点と今後の 展望

異文化交流活動の 面に おける こ の実践の 問題点を考え ると ,
イ ンタ ビ ュ T や グ ル

ー プ活動に お

い て , 議論が充分深ま っ て い なか っ たと い う印象がある ｡ 人数が 多すぎた恨みはあるが , 批判の

コ メ ン トに もあ る通 り, 問いか けに対して どの よう に ｢ 意見を広く求めるか｣ と い う ことが今後

の 課題 で あろう｡ 広く, 深く, 上手に 議論を組織する こと を考え る必要が ある｡

さ ら に , 留学生イ ン タ F ユ
ー

で は
,
日本語能力の 問題 もあると は言え, 留学生に ,

もう少し異

文化に つ い て の 深い ス ピ ー チ や質疑応答が で きるよ うに指導す･る ことが望ま しい ｡ 上級 の 日本語

ク ラ ス で
,
こ の授業と連動して ｢ 異文化 に つ い て｣ 考えたり, 時に は上級ク ラ ス と こ の ク ラ ス が

合同で グ ル ー プ ･ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を したりすると い う実践を来年度に は試み た い と思う｡

ま た, 当初か ら
,
こ の 授業 で は実際に異文化交流を実践 し

, 異文化問題を自分の 問題と して考

える こと を目的と して い ると い う こと を, 学生 に対 して 明確 に述 べ , 活動 に つ い て意識化させる

配慮 も必要で あ る｡ 来年度さ らJ に実践を改善して い く予定で あ る｡

- 10 -



教養科目として の ｢異文化理解｣

[参考文献]

1 . 金 田智子20 0 3 . ｢ 異文化体験に つ い て 考える｣ 東京外国語大学テ キ ス ト バ ン ク

2 . 鎌田倫子20 0 3 . ｢ 異文化理解授業｣ 東京外国語大学テ キ ス ト バ ン ク ( よ り詳 し い実践報告を掲載した)

3 . 三浦香苗20 0 3 . ｢ 日本事情｣ 東京外国語大学テキ ス ト バ ン ク

[参考資料]

参考資料3 編を以下に 添付する｡

(参考資料1 ) ｢ イ ン タ ビ ュ ー 後の コ メ ン ト例｣ ,

( 参考資料 2 ) ｢ 授業方法に対する積極的賛成と不賛成の記述式回答例｣ (授業後ア ン ケ ー

ト か ら ｢ 積極的

賛成｣ 1 1 件, ｢ 賛成 で な い｣ 意見1 0 件の具体的記述例を抜粋したもの)

(参考資料3 ) ｢ 文化 に 関する コ メ ン ト｣ ( 最初の ｢異文化体験｣ コ メ
.

ン ト と授業後ア ンケ
ー

ト の ｢ 異文化

に つ い て の考え方の 変化｣ の コ メ ン ト抜粋 一

覧表)

[ 参考資料]

(参考資料1 ) イ ンタビ ュ ー

後 の コ メ ン ト例

第1 回イ ンタ ビ ュ ー 後の コ メ ン ト

･ もう 1 人日本人に話して もらえ ば比較しやすか っ た ｡

･ より少人数の 方が よか っ た と思う｡

･ ス ム ー ズ に進ん で よか っ た と思う. 次々 に 質問が出て よか っ たo 会 の進行はだ い た い ス ム ー ズ に

い っ て い た と思う｡

･ 5 分位の発表の 後に質問する形式はよか っ た と思う｡

･ 3 人
一

緒 に 同じ質問をして , 答 え て もら っ て比較するやり方が い い と思う｡

･

聞 い た こ とが うまく伝わ らなくて , もどか しか っ た ｡ 意外な言葉が伝わ らなか っ た｡ 次回は よく

検討したい ｡

･ 質問内容は できるだけ易しい文に 直す べ きで あ る｡

･ 以前か ら質問を考え修正する時間/ 質問事項を決める時間が も っ と欲し い ｡

･ 質問を準備して おく ことも必要かもしれな いが , 話を聞い た上で 疑問に思うこ ともある ｡ - と は菖

え , 限 られた時間の中で 円滑に質疑応答するに は聞き方を考え なくて は い けな い とも思いますが -
＼

･ 毎回 グ ル ー プ を作るの で はなく , 特定 の グ ル ー プ を作り , あ らか じめ質問内容を統 一

で きる よう

に し て ほしか っ た.

･ 質問 の 出方が ス ム ー ズで な か っ た｡ き て くれた人に質問に よ っ て圧迫感を与えて しまう事を知 っ た｡

･ 日常生活に ちなん だ ことを聞い た ほ うが留学生の 人も答えやすい の で はな いか と思う｡

= 円iJ -

5

ユ

ー

2

3

3
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･ で きれ ば相手か らの 質問が欲 しい と ころ ｡ ま た ,
あ まり漠然と した問題 , 個 々 に差がある質問は

しな い ほうが良い ｡

･ 質問するときも っ と具体的に する必要が あ争と思 っ た｡ 自分で 調 べ られる こと は避けた方が よ い ｡
･ 質問 の内容が浅か っ た｡ も っ と深 い こ とが聞けた らよか っ た｡ 留学生の 人達が忙しい 間をぬ っ て ,

準備ま で し て きて くれる の だか ら, こ っ ちもも っ と準備す べ きだと強く感 じた ｡

･ 弼友の 数とか個人的だ し, わ ざ わざ聞くよう な こと で もな い よう に思 っ た｡

･ 相手の 国 に つ い て 事前に 知識が あ る方が よ い ｡ も っ と相手を知 らな い と質問 しづ ら い ｡

･ 自分の 質問が まだまだ甘 い , 核心 を つ い て い なか っ た｡ あ る程度その 国の ことを知 っ た上 で質問

せね ばと思 っ た ｡

･ 質問 の 内容をも っ とまとめ て , 答え にく い もの , す ぐに わ かる もの , 個人的に 知りた い だ けの も

の は除い た方が い い と思う ｡ 自分たち で も っ と調 べ たり し て , も っ と深 い質問をした方が聞かれ

た方にもい い と思う｡

･ 忙 しい 時間をや りく りし て 釆てくれ た の に , そ の 時問を延長して やり続ける の は失礼だ と思う
,

時間内に 納めな い と次は来て もらえなくなる｡

ー

2

l

ー

2

第2 回イ ンタ ビ ュ ー 後の コ メ ン ト

･ 自分で は簡単だと思う 日本語も難 しい ようだ っ た/ 易し い 日本語で 質問するの は結構難し い

･ 質問 の内容を正確に 伝える の は難 しい ｡

･ こ の前より ス ム ー ズ に進行した/ きちんと答え て もらえた の で 質問の仕方が よか っ た と思う / 質

問が多く出て よか っ た/ 活発な雰囲気が 出て きた

† もう少し し っ か り準備する必要が ある

･ も っ と わかりやすい 言葉で質問すればより多くの ことが聞けたと思う/ まだ修正す べ き点が多い ｡

･ 価値観に つ い て 聞くこ とは難 し い ｡ 具体的な ことが答えやすくて い い の で はな い か

･ 学生 の 質問は抽象的な こ とが多か っ た ｡ ｢ 人 そ れぞれ｣ と言われ て それ以上話が広が っ て い く こ

とが少なか っ た｡

･ さ さ い な こ と で も興味ある質問を聞けて よか っ た / 普通わか らな い ような ことも聞けたの で よか っ

た｡

･ 日 本人は難 し い熟語な どを使う こ とが多か っ た / 抽象的な質問は避けた い ｡

･ 日 本 で は - と い う風 に 例を出して 質問するとわかりやすい んだ なと思 っ た ｡

･ 明 る い雰囲気で よふ っ た. イ ン タ ビ ュ ー

で 大切な の は雰囲気作りだ と思う ｡

･ 質問を も っ と具体的なもの に すれば よか っ た と痛感 した｡

･ 発展途上国も 日本との 差は思 っ て い るよりず っ と小さ い の だと思 っ た. 先入観をも っ て い たo

6

2

2

ー

2

2

ー

1

1

ー
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教養科目と して の ｢ 異文化理解｣

(参考資料 2 ) 授業方法に対する積極的賛成と不賛成の記述式回答例

. い い と思 い ます. 教え る所と考え る所をも っ と は っ きりと区別して やる とさ らに よくな ると思
い ますo

･ 良 か っ た と思 い ます.
一 方的 に 聞くだ け の授業だと聞き流 して しまう し, あ まり深く教え ない ため ,

理

解が深ま らな い から｡

･

L

様々 な資料を読々だり, 話を聞い たりし て , 今ま で の 考え とは違う考え も知り･ 深く考え る こ とが で き

たと思う
-

0

･ 留学生の話を聞い たり, 他の 人と話し合う こ と に よ っ て ,
い ろ い ろな考えを深め る ことが で き て ,

と て

もよか っ た｡

･ こ の講義を通して , あ らゆ る こ とを考えた｡ 自分の レ ポ
ー ト を書くとき, 本屋に行 っ た ら, 異文化で習 っ

. た ような内容の 本が と て も興味深く感じた｡ 今ま で , お もしろくな い と思 っ て い たもの が読みた い と思

う の はす ごい こ とだ｡

･ 常 に自分の 生活と比較し, そ の違 い は何な の かを考え る こ とが で きたと思う o こ の 方法は よか っ た o

･ 出席がわりに 書く用紙も含め , 考え る の はた い へ ん だ っ たけど, 次の 回 に みん な の 意見がみ れたり･ お

もしろ い で す.

･

=

異文化理解
t -

と い う 1 人 1 人が考察に 参加す べ き授業で あると い う特色上 こ の形式はよ い と思うo

･ 非常に 分かりや すくて ,
そ の後で記憶や印象に残る もの がたくさんあ る い い授業だ っ た と思 い ますo

･ 少し で も思考を促すよう に する のCまよか っ た と思う / 先生の 体験話は興味を引き つ けられ ま した ｡ (2)

･ 時々授業形式を変える こ と で , 学生 の 方もや る気が出ると思 う の で ,
そ う い う講義を定期的に 入れ て い

く こ とは い い こ とな の で はな い か｡

･ お もしろ い けれ ど全員が参加するの は少しむずし い か と思 っ た o

. こ ん なもの じ ゃ な い で し ょ うか ? / 68 % 成功だ と思 います/ まあ , 悪く はな い と思う｡ ( 3)

･ 少人数制な らよりよ い と は思いました｡ もう少し全体的に 流れ が決ま っ て い れば わか りやすか っ た｡ 少

し雑談的で した｡

｢ や はり, ふ かく考え るため に は本人に そ の 意志があ るか , 少人数で 行 っ た方が よ い と思 っ たo

･ 講義が 1 時間続くとき つ い で す/ セ ミ ナ
ー

(2)

･ 大 人数向け で な い こ とが よくわか ります｡ 全体に 意見を求める の も, 上手くや らなくて は意味が ありま

せん ｡ より広く意見を求めて 欲しか っ た｡

- 13 -
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( 参考資料 3 ) 文化 に つ いて の コ メ ン ト

1 授業初日の コ メ ン ト

'<' =' 喜≡喜重責喜壷.

複合的 コ メ シ 卜

･ 中国 に 行 つ た時自転車が意外に も多い 事に 驚い た o ドイ ツ 語を勉強した時, 日

本人は自分の ため に ごはん を ｢ い ただきます｣ と言 つ て 食べ る の に
,

_
ドイ ツ 語

で はお互 い 相手に ｢ よ い 食事を召し上が れ｣ と い う意味の 言葉を言う こ と に 感

.
勤した o な ん で中国に コ

ー

ラ が多い の か ? 1

･ イ ン ド ネ .

? ア で 人が 走 つ て い る車の 問壷通 つ て い た事で 日本の 治安の 良さ に 気

付か され たo 1

● ア メ リ カ人がくし や みをし た他人に 対して ｢ ブ レ ス ユ ー

｣ と 言う の を聞い て ,

,

意識の 根底に キ リ ス ト教が 強く根づ い て い る事を知 り, 逆 に 私達 日本人が い か

に 無宗教で あ るかを知 つ た 1

･ 高校の 授業の仕方や , 生徒の 態度が 日本と違い 少人数で 積極的で よ い 授業だ つ

た / 日本で は考え られ な い よ うな先生 と生徒の 授業態度で も日本よ り活発で 意

義が大きい と思 つ たo 2

･ 留学生 ( 男) が女子にすごくなれ なれ しく米国は こう い つ た文化をも つ て い る

の か と思 つ たo 1

･ 韓国 で は日本と物価が違う こ とや , 水が 日本の方がきれ い な こ とo 1

･ T V で中国の昔の 風習の て ん足を見て
,
こ の 風習に 驚きま した o 1

･ 中国 で は全部ご飯を食 べ て は い けな い o 残 し て おく ことが礼儀o す ごく は きは

きとし や ベ る○ オ
ー

ス ト ラ リ ア 人が す ご い い つ ぱい 食 べ るo フ ィ リ ピ ン の お土

産の お か しがす ご い甘か つ た o 1

● 卵を食 べ る回数が少な い o 太陽 の色 は赤じ や なくオ レ ン ジ とか黄色と亭うo 1

･ ガ ン ジ ス 川七の 休浴o 食文化の ちが い ( か た つ む り エ ス カ ル ゴ を食 べ るe t c .) 1

･ 肉 に ジ ャ ム の よう な ソ ー ス を ぬ つ て食 べ る ○ 英語圏以外の 国で も英語で 済ませ

られる ○ 1

･ 知 人 の 知り合い の 韓国人で , 国 の ため の 徴兵制 に対して 全く抵抗が ない と い う

人の話を聞き, 日本人と の愛国心の違い に驚 い た○
.
1

･ 帰 国子女 の人が謙 そんや ま わり の 目を気に せず自分の 気持 ちを は つ きりと言 つ

た こ と○ 1

･ イ ン ド の 人が手
■
で ごはんを食 べ て い る の を テ レ ビ で 見 て , 行儀が悪い と思 つ た o 1

･ カ ナ ダ で ご飯 に バ タ
- を つ け て 食 べ て い た . 1 0 歳の 子 どもが ベ ビ ⊥ シ ッ ク - を

し て い た○ 1

-. ∴.
ロ~/..

見 え な い文化

･ イ タ リ ア人が30 分 ぐら い 時間に おく れ て き て もそれ が普通だ と い う こ と に驚き

ま したo 1

● ホ
ー

ム ス テ イ した時家族の 愛情表現の ちが い に驚 い た / 台湾で レ デ ィ ー

フ ァ
ー

ス ト が あた り前だ つ た事/ 赤ち や ん の お ぶ り方が 違う / と に か く性格が 明るい

こ と に驚きま した o 4

- 1 4 -



教養科目として の ｢ 異文化理解｣

･ ジ プ シ ー が多い o い ろ い ろな人種の 人が混 ざ つ て い るo ( フ ラ ン ス ? ) 1

･

国内で方言が分か らず, 通 じなか つ た/ 大阪 で代金の アク セ ン ト が遵 つ た こ と 4

･ 中国人や ア メ■リカ人 は
一

生懸命 日本語で 話して きますo 私達日本人 は日本語で

通そうとするの で驚きま した/ 外国人はよくし や ベ るo 2

･ 道 を聞かれたりし て , 遠 い と言 つ て もよく歩くo お金が なか つ た の か も
- 1

･ 中学の授業で 質問に対して生徒が反応しな い とす ごく驚い て い る様子 1

見える文化

･ 実家は電車社会で富山は車社会で生活リ ズ ム が全く遵 つ た / 富山の 車社会に カ

ル チ ャ - シ ョ ッ ク を受けた / 富山の 田舎さ に シ ョ ッ ク を受けたo 飛行機か ら下

を見たら甲ん ぼ しかな い し, 夜は真 つ 暗/ 東京か ら富山に きて , 街の 雰囲気 の

違い に 驚い た. 4

･ テ レ ビ や新聞 で宗教紛争などの ニ ュ
ー

ス を見た こ と / T V で 北朝鮮の 映像を見

∵

た時/ 中国の交通事情は激しく 日本の数倍危険と い うo 3

･ 牛追 い 祭り/ 中国 は広すぎる 2

韓国で は茶碗を置い て 食 べ ると い う こと に驚い た o 2

･ 古し
.
､ 建築物の塗装に 原色が多い ? ス

ー プ が辛い / 町並み に 統 ⊥ 感が あるo 2

･ フ ラ ン ス で野外市場を見f=
'

と き
, 海外旅行中に 幕の内弁当が 食べ たくな つ た .

ス イ ス , フ ラ ンス で 自販機がなか つ た事o l
r

･ テ レ ビ で ア メ リカ の 大きな店を見て , 規模の 大きさに 驚い た. 関東と関西 の食

文化の 違い o 1

･ 素手で 食物をつ かん で 食事する国や女性は肌を見せて は い けな い 国がある と知 つ

た / 家で も土足. 食事は手づか みで食 べ る/ 首長族の首が長すぎた. 3

･ オ ー ス ト ラ リ ア 人が食 べ る食事の量が多い こと に驚い た / 食 べ物が大きい ! 2

･ ア メ リ カ の 食生活o お菓子が すご い ボリ ュ
ー ム & 甘か つ た で すo チ キ ン と か も

すごか つ たo 1

･ イ ス ラ ム の 人が豚肉を食 べ なか つ た / 人肉を食 べ る こ と / コ コ ナ ッ ツ味 の 黄色

い 米が不味か つ た / 果物 の種類が多い / 中国に 行 つ た日も 食 べ 物が , 全く食 べ

る こ とが で きなか つ た 5

･ 実家は香川で , お雑煮に あん こ の 入 つ た餅を入れま すが他の 地域で
■
はそ4 J な事

しな い らし い o 1

合 計 5 7

2 授業後ア ンケ ー トより 異文化に つ い て

外国人, 異文化

に親近感

･ 外国人 ,
異文化に 親近感がわ い た / 少 し身近に 感じ られ るよう に な っ た/ 意外

と 日本人と近 い所もある / 身近に 感 じるよう に な っ た/ 日本 に すごく な じん で

くれ て い る人もい ると実感した｡

- 15
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･ 思 つ て い た より , 日本と遠か つ た り近か. つ た り 1

･ 文化や考え方な ど, 日本人と共通 して い る こ とが意外に多か つ た / 日本人と に

て い ると
.
こ ろも多くあ つ た / 全く違う の で はな い と い う こ と / 基本的に はみ ん

な同 じ人間なん だと恩 つ た / ど こ の 国 の 人も日本人と大きく変わ つ て い るわ け

で はな い と い う こと ○ 5

･ 今ま で あま り関わ つ た こ とが なく て
,
近 よりが た い 感じが し て い たが , す ごく

近づきや すか つ たo 明 るくやさ し い 人ばか りだ つ たo 1

･ 外国人 は自分と は違う人と い う感 じが あ つ た が
, 似 た よう な所 もあり , 親近感

をおぼえ た○, 1

･ 外国人の 人と待ち合わせ をす ると, 人 に よ つ て すごく遅れ て く る ことが あ り,

か なりイ ラ つく こ とカ亨あ つ た が , 民族性と い うもの が関連 して い ると恩 つ たo 1

･

想像と遵 つ て , あ ま り異種な感 じが しなか つ た○ 似 て い る面が多い と恩 つ たo 1

･ 留学生イ ン タ ビ ュ - を し た時 , 私 た ち 日本人に対 し て 変わ らな い と こ ろ の 方が

多か つ た ○ 1

･ 外国人に つ い て の 知識が あ まりなか つ た状態か らイ ン タ ビ ュ ー

な ど で 直接話を

聞い た こと に よ つ て 外国人や異文化を少 し身近に 感じられるよう に な つ た○ 1

･ 留学生イ ン タ ビ ュ ー を聞 い て , 深 い 部分ま で は分か らなか つ た の で すが, 私た

ち 日本人と あまり変
.
わ らな い と い う感じを受け ました ○ 今ま で は考え方の 違い

が大きい と思 つ て い ま したo 1

･

. ア フ リ カ の 人とか , す ごく違うん だ ろうな と思 つ て い たが
,
日本人に 似て い る

と こ ろ もあ つ た と こ ろ/ ア ジ ア の 人な ど思 つ て い た より考え方が似て い ると こ

ろが あ つ たo 2

･ 外国人と自分 ( 日本人) とは大きな相違が あると いう考え で あ つ た が
, 今 は似 て い

る面も多い と思う/ 外国人といえ ども日本と同じだな あ と思う ことが多か つ たo 2

-:
I
:

=
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他者認識

･ 外人は｢ 外人｣ と呼ばれたくない e t c . い ろ い ろ知 つ た○ 1

･ 異 文化圏め人と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を とる.t き あ まり気軽すぎるの もよくな い o 1

･ 日本に い る留学生 は け つ こ う さみ し い 思 い を し て い る こ とを知 つ た ○ ｢ で す｣

｢ ます｣ 口調 で 話すと相手に わか りやすい ことを知れ て よか つ た o 1

多様性の認識 ･ 相手の 考え方が少しわか つ た/ 遠く感じる部分が少なくな つ た o 2

･ もう少 し他国に つ い て の知識が要 る○ 1

･ 各 々 の文化 に は各々 の ル
ー ル み た い な もの が ある / 民族間題の 理 由が少しわか つ

た / 色 々 な歴史的背景で宗教や , 性格が違う こ とが わか つ たo 3

･ い ろ い ろな考え方を知る ことが で きた / 知 らなか つ た国の こ と を少し しる こ と

が で きた / 自分の常識が異文化の人々 に通 じな い o ( 特 に文化の 回で そう恩 つ たo) 2

･ 今 ま で ア メ リ カ 人以外の 外国人と あまり接 した こ とが なか つ た の で
,
こ の 授業 .

-
で民族 ごと の 特徴な どが わ か

､

つ た / 人間はみ んな同 じよう な考え をす ると思 つ

て い たが , 文化が違うと それも違う こと を知 つ た
○ 2

二
_..

■
瀞← 車∴
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教養科目として の ｢ 異文化理解｣

自身の 価値観

･ 各国 の 先入観が くだ かれ た/ 物の 見方が変わ つ た と思 う/ 偏見の よう な もの が

なくな つ た / 全 て を認め られ るように な つ た / 偏見が少なくな つ て ,
理解 した

い と思えるよう に な つ た. 5

･ 外国人の立場に 立 つ て 物を考え る事が大事と/ 思 い こ みと い う の は結構あ~ ると

の変化 自覚で きた o 2

･

今 ま で
一 線をお い て考え て い たが , そ れ がなくな つ た気がするo 1

･ 自分の持 つ て い た考えが
一 部の情報か らく る誤りで あ つ た とわか つ たo 1

･ 他の 文化+ 外国人に対し, 深く観察するよう に .な つ たo 1

･ 自分の 中の そ の 国の 人 に対する固定観念が少しなくな つ たo 1

･ ガ チ ガ チ の 日本人の 視点か らで はなく, もう少し柔軟な視点カi ら考え られ るよ

うにな つ た と思う / 簡単に書くの は難しいん で すけど, 新 し い観点を持て た o 2

･ 各国 で 生活に対する特徴 ( 時間に ル ー ズ と か) の 違 い が け つ こ う あ る こ とが 分

か つ た. ど の 国も最近は近代化して きて 差が なくなり つ つ b
,
る o ( 昔と比 べ て と

い う て い ど) 1

･ 今ま で外国人に つ い て 思 つ て い た こ とが , 単 な る思 い 込み だ つ た り
, 印象が

1 8 0
o

変わ つ た こ ともあ つ た し, 世界は広い よう で 狭 い なと思 つ た去 1

･ 外Eg 人と の ちが い を知 る こ と で , 日本人の 欠点な どがよくわか る よう に な ? た o

･ 少なくとも ス テ レ オ タイ プな考え方をすぐに適用して は い けな い と思 つ た o 1

視野 の広がり

･ 外国人と は い え あまり日本人と違う こ と はな い だ ろうと思 つ て い たが
, 違うと

ころ はと こ とん違 つ て
, 今ま で 以上に 外国に対して 興味が もて たo 1

･ と て も身近に 感じ るよう に な つ た し, い ろ い ろな文化が あ つ て お もしろくて興

興味の広がり 味が大きくな つ た/ 異文化に つ い て こ れか ら調 べ て みようと い う興味が湧 い たo

認 識 の 深 化 ･ も つ と異文化を知 つ て み た い と思 うよ う に な つ た / 外国の 人と友達 に なりた い

と思 つ たo 2

･ 今世界で起きて い る問題等,
そ の根本に あ る事に 目をむ け て 事件に関心 をも つ

よう に な つ た o 1

･ 外国人は全て外国人と し て 同 じように見て い た の が ,
そ の人 の 社会的背景とか

に興味をも つ よう に な つ た o 1

･ 日本人と あまりか わ らな い 国民性を も つ 国もあるo 見 た目は違うが 中身は あま

りかわ らな い の で はな いか と い う事o 1

･ 異文化 に対して 根本 に流れ る思想を読み取 るこ と で理解が で きるよう に な つ た.

･ 日本は島国で , 独自の 文化が多い と恩 つ て い た し
, 発展途上国, 外国に つ い て ,

先入観で 見て い た こ とがよくわ か つ た o 1

･ 宗教 , 価値観等の 違い か ら全て を自分を基準に 考えて い た よう な自分を変え て

い こ うと思い ま したo 1

･ 文化 の 違 い で考え方が違う の は当たり前 で あ ると い う こ とを実際感 じる こ とが

で きたo 1
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